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生産情報 

製品情報 工程情報 

ＰＳＬＸ共通プラットフォーム 

製造装置 

Ａ社（Ｘ業種） 

SCADA CAM CAE 

SCM CRM 

設計現場 

POP 

製造現場 

経営 

ERP 

MES CAD 

Ｂ社（Ｙ業種） 

Ｃ社（Ｚ業種） 

NPOが対象 
とする範囲 
（情報と知識
の連携） 

業務アーキテクチャ 

共通データモデル 

オープンソフトウェア 

標準用語／オブジェクト 

連携 

現場の 
しくみ 

個別 
アプリケーション 

個別 
アプリケーション 

製造装置 

作業者 

ものづくりAPS推進機構 
ＩＴ経営を支援する 
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情報連携バトル（公開実証実験） 

情報連携＜公開バトル＞ 

～次世代製造業への挑戦～ 
書籍として出版決定！  好評販売中 

DMS2009 東京ビックサイト 
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（元気が出る）無償アプリケーション 

APSOM 
販売管理 

APSOM 
仕入管理 

APSOM 
工程計画 

APSOM 
在庫管理 

APSOM 
所要量計画 

APSOM 
現場管理 

ダウンロード  http://www.pslx.org/jp/ 

作業実績 
作業予定 
生産オーダ 
製品 
装置 

仕入品マスタ 
出荷品マスタ 
親子マスタ 
日マスタ 
内示一覧 
棚卸 
仕入手配入力 
仕入手配一覧 

仕入先マスタ 
部品マスタ 
発注依頼 
購入実績 
共通EDI 

品目マスタ 
在庫マスタ 
倉庫マスタ 
単位テーブル 
見なし出庫 
見なし入庫 
移動実績 
棚卸実績 
棚卸実績（入力用） 

得意先マスタ 
品目マスタ 
企業コード（EDI） 
品目コード（EDI） 
共通EDI 
受注オーダ 
受注伝票 
請求書 

製品 
装置 
生産工程 
生産手順 
受注オーダ 
生産オーダ 
作業指示 

現品票 

受注伝票 

納品書 
請求書 

棚卸記入
表 

注文伝票 

「ITカイゼン」の第一歩を踏み出そう！ 
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ＰＳＬＸ関連書籍 

• 現場発“ＩＴカイゼン” 
マニュアル 
– 第一部「PSLXﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ構築ガイド」 

– 第二部「PSLX標準ツール利用ﾏﾆｭｱﾙ」 

– 第三部「PSLXＷｅｂサーバ構築ガイド」 

– 最四部「PSLX業務ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾘﾌｧﾚﾝｽ」 

 

• 共通コンポーネント 
実装マニュアル 
– 第一部「ドキュメントサービス（ﾚﾍﾞﾙ1）」 

– 第二部「ドキュメントサービス（ﾚﾍﾞﾙ2）」 

– 第三部「メッセージングサービス」 

– 第四部「アプリケーション・ｲﾝﾀﾌｪｰｽ」 

• ＰＳＬＸ標準仕様書Ｖ２ 
– 第一部「エンタープライズモデル」 

– 第二部「業務アクティビティモデル」 

– 第三部「業務オブジェクトモデル」 

– 第四部「オントロジと情報モデル」 

– 第五部「ＸＭＬスキーマ」 

– 第六部「ＲＤＢスキーマ」 

 

• ＯＡＳＩＳ ＰＰＳ仕様書 
（日本語版） 
– 第一部「コア要素」 

– 第二部「業務メッセージ」 

– 第三部「プロファイル記述」 
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IEC62264-3でのＰＳＬＸの位置付け 
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APSOMの活動実績（これまで） 

• 開発ツールの標準化 

–部品や道具としてのITを作るための共通ルール 

• プラットフォームの整備 

– ITの提供者と利用者が効果的に出会える場 

• オープン型システム開発 

–公共財としてのソフトウェア開発のインフラ 

• 日本的ものづくりの体系化 

–基本仕様となる製造業アーキテクチャの提示 

OASIS PPS委員会
仕様承認 

2008年4月 

プラットフォーム 
計画2008着手 

2008年7月 

PSLX標準仕様
バージョン２勧告 2008年1月 

ITカイゼンツール 
ソースコード共有 

2009年6月 
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ＩＴカイゼン事例 
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ＡＰＳＯＭ／ＰＳＬＸの立ち位置 
Planning and Scheduling on Lifecycle information eXchange 

計画を基軸とした 
意思決定システム 

現場発のボトム 
アップなＩＴカイゼン 

ソフトウェア連携と 
標準インタフェース 

標準化技術／情報連携技術 
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製造業：競争力の源泉は？ 

独自技術（設計技術、製造技術） 

高生産性（管理技術） 

品質管理／原価低減／納期遵守 

スピード（顧客要求や環境変化への対応力） 

ネットワーク（デマンド・サプライチェーン 
           構成力） 連携技術 
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価値を生み出す 

情報と業務と企業の関係 

活動を 
資産にかえる 

資産を 
活動に変える 

情報は活動である！ 

フローの視点 

現在の価値 

モノづくりを“情報”の視点から眺めると・・・ 

13 

情報技術とは… 

情報を価値に変える 
技術である。 

ストックの視点 

情報は資産である！ 未来の価値 
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現実的な問題の例 

• 長納期品をどう扱う 
• 営業の割り増し要求（計画目標の割引設定） 
• キャッシュサイクルの管理 
• 設計変更の対応（改版、図番） 
• 品質保証と検査によるオーバヘッド 
• 個別受注におけるマスターの位置づけ 
• Ｅ－ＢＯＭ ＶＳ Ｍ－ＢＯＭ／Ｓ－ＢＯＭ 
• コスト計算（配賦計算、期づれ） 
• 平準化と短納期化の両立 
• 座席枠の設定方法（能力座席、共通部品） 
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提案する業務形態（一般形） 

• 大日程、中日程、小日程の連携 
• 製造、販売、設計、購買の連携 
• 注文情報とのリアルタイム連携 
• ハイブリッド座席枠の予約管理 
• 費用換算の部門間のオーダ管理 
• 品番管理と現物仕様管理の共存 
• コミットメントのトレースとフィードバック 
• 共通データテーブルの整備と利用 
• トランザクション系のアクティビティ標準の整備 
• スケジューリング連携による精度向上 
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担当者は何が変わるのか？ 

• 営業 
– 販売予定＆販売予測をつど更新 

– 確定情報とキャンセル情報 

– コミットメントとパフォーマンスＫＰＩ 

• 製造 
– 座席枠をつど設定、更新、公開（ＰＵＳＨ） 

– 予約にしたがい計画調整 

– 能力平準化と購買予定／在庫情報の公開 

 

生産管理は“リスク管理” 生産数量から利益（付加価値）へ 

出来高というＫＰＩ 計画というエンジニアリング 
フォードフォワード思考 

結果を予想する 
→原因を予測する 

リスクを避ける 
→リスクを管理する 

16 



© 2013. 西岡靖之 

現場は競争力の源泉 

受注情報 

発注情報 

企業内 
サプライチェーン 

製品情報 

設備情報 

企業内 
エンジニアリング 
チェーン 

経営情報 

実行情報 

現場中心の問題解決 
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設計の現場・・・実際の知識を知っている（過去から今） 
製造の現場・・・実際の製造を知っている（今この場所） 
販売／サービスの現場・・・実際の要求を知っている（今から将来） 
経営の現場・・・実際の利害を知っている（過去から将来まで） 

生きた（活きた） 
情報がある場所 

さまざまな現場 
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システムのあるべき姿 

あり得ない 

動かない 
システム 

効果に 
見合った 
価格 

非常に 
高価な 
価格 

現実的 
でない 
価格 

仕様どおりの 
システム 

使いやすい 
システム 

拡張可能な 
システム 

めったにない 

失敗例 

めったにない 失敗例 一般的 

一般的 

失敗例 一般的 大成功 

大成功 
理想的！ 
あり得ない？ 

製造現場
のニーズ 
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開発メンテ型 

 

 

 

ＰＤＣＡ型 

費用 

年月 

費用 

年月 

初期 
投資 

次期 
投資 

初期投資 

定期 
投資 

定期 
投資 

保守費用 

持続的改善費用 

システム 
不満足度 

システム 
不満足度 

PDCA（カイゼン）型の開発 
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製造現場のIT化の現状 

• 状況（情報）が日々刻々と変化し、膨大な量が常に生成されている 

• 知識は常に更新され、最新の知識は過去との間で不整合がある 

• 物理的制約、技術的制約、制度的制約などが錯綜している 

• それぞれの情報は分散しており、すべてを同時に知ることはできない 

• 情報の所有者、管理者が異なり、修正や追加の手順が必要 

生産管理のＩＴ化が難しい理由 

①計画情報（未来の情報）を扱う。 
②現実の制約や実時間の制約が存在する。 
③対象世界で常に改善（変更）が行われる。 
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複雑性と不確実性にどう対処する？ 

出荷
品在
庫 

購入
品 
在庫 

設備投資 

資材購入 
品切
れ 

打切り 

打切り 

ＬＴ３日 ＬＴ３０日 ＬＴ１日 

週次内示 

月次内示 

需要予測 

“品切れ”リスク  
 
“打切り”リスク 
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アンチ計画派の言い分 

• 計画は流れを乱す 

• 計画は在庫を作る 

• 計画は見えない（ものと情報の一元化） 

• 計画に従うという受け身の姿勢ではだめ 

• 計算機は信用できない（ロジックは見えない） 

• 遅れたら誰が責任をとるのか？ 

• 現場固有の事情がわかっていない 

• 融通がきかない、すぐに対応してくれない 
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計画・同期化推進派の価値観 

• 計画は変えてはいけないという間違い 
– 計画はどんどん変える（フォーマルな手順で） 
– 計画と実際が違っていてはいけない 

• サイクルを短くすれば精度が上がる 
– 月次計画サイクル⇒週次計画サイクル 
– 計画対象期間を計画時点に引き付ける 

• その都度修正すればさらによい 
– 計画と現実が同期する 
– 計画と計画が同期する 

• 異なる部署の計画連携で新たな展開 
– 保守、保全計画と生産計画の連携 
– 設計プロセスと生産計画の連携 
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計画・同期化推進派の価値観 

• 計画は変えてはいけないという間違い 
– 計画はどんどん変える（フォーマルな手順で） 
– 計画と実際が違っていてはいけない 

• サイクルを短くすれば精度が上がる 
– 月次計画サイクル⇒週次計画サイクル 
– 計画対象期間を計画時点に引き付ける 

• その都度修正すればさらによい 
– 計画と現実が同期する 
– 計画と計画が同期する 

• 異なる部署の計画連携で新たな展開 
– 保守、保全計画と生産計画の連携 
– 設計プロセスと生産計画の連携 

計画・同期化のしくみが 
製造業の複雑性と 

不確実性 
を低減する！ 
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必要な計画のしくみ 

• それぞれの部門で最新の情報を反映する 

• 結果（実績）を常にフィードバックする 

• モノ（品目、資源）の粒度に対応する 

• 計画期の粒度と精度を適度に保つ 

• 部門間での連携を常にはかる 

• 長期、中期、短期の対応をつねにとる 

• コミットメントのレベルを明示する 

• 計画実施にともなうコストを把握する 

 

計画に同期
したアクショ
ンで全体最
適を図る！ 
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まずは、２種類の情報を使い分ける 

事実情報 知識情報 

断片情報 

統合情報 

ノウハウ 
経験値 
・・・ 

図面 
規約 
・・・ 

報告書 
成績書 
・・・ 

受注票 
出庫伝票 
・・・ 
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データからアクションへ（情報フロー） 

フィールドデータ レポートデータ 

プー
ル 

プー
ル 

プー
ル 

プー
ル 

プー
ル 

プー
ル 

プー
ル 

プー
ル 

プー
ル 

プー
ル 

エンジニ
アリング 
データ 

計画 
データ 

人間系 機械系 

ビジネス・ロジック 
マネジメント・ロジック 

アク
ション 

アク
ション 

アク
ション 

アク
ション 

アク
ション アク

ション 
アク
ション 

アク
ション 

アク
ション 

ＦＯＡ ＦＯＡ 

ＦＯＡ ＦＯＡ 

ＡＰＳ 

ＡＰＳ 

ＡＰＳ 

ＰＬＭ 

ＰＬＭ 
ＰＬＭ 
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情報の流れを俯瞰する 

要求 

指示 

計画 

スケジュール 

オーダ 

事実 
実行 

結果 

実績 

制約 

設計 
・ 
解析 

知識 

製
品 

サー
ビス 

実体 

販売・ 
マーケティング部 

製造部 

開発・ 
設計部 
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日本型APSの特徴 

• 階層型で自律分散型の意思決定  

• 計画とスケジューリングの統合  

• 問題の可視化と人中心の改善活動  

• 持続的進化可能な情報システム  

ＡＰＳ＝Advanced Planning and Scheduling  

30 
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要求 

組織的な意思決定の構造 

プランニング 

スケジューリング 

ディスパッチング 

資源 

要求との 
調整 

 

資源との 
調整 
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いろいろな計画 

大日程計画 

中日程計画 

小日程計画 

生産計画 

在庫計画 

販売計画 

輸送計画 

ローリング計画 
投資計画 

資金計画 
人員計画 

能力計画 

財務（原価、利益） 
の考慮 

資産（在庫、装置） 
の考慮 

内外（内作、外注） 
の考慮 

先回との整合性 
の考慮 

得意先や担当者 
の考慮 

What? 

How? 

When? 

Where? 

Why? 
見込生産 ＶＳ 個別受注 

ＰＵＳＨ ＶＳ ＰＵＬＬ 
フロー ＶＳ ストック 

連続 ＶＳ 離散 
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事実情報 

知識情報 計画情報 

情報の種類 

生産が完了した 
注文を受け取った 
在庫が減少した 
・・・ 

価格は２００円 
サイズは４０ＣＭ 
リードタイム３日 
・・・ 

明日完成する 
土曜は操業する 
今月２００台目標 
・・・ 集計情報、解析情報、・・・・ 

情報は、何らかの意思
決定やアクション（業
務）につながっている。 

33 

（マスタ情報に相当） 

（トランザクション情報に相当） 

業務の流れは 
情報の流れ！ 
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粒度と精度のコントロール 

時間 

場所 

今、ここ 

今日 明日 来週 来月 

この装置 

この場所 

この区域 

この品番 

この品目 

この品種 

場所 

今、ここ 

今日 明日 来週 来月 
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不確実性への対応方法 

平均需要 

設備能力（計画値） 

限界能力 

安全在庫で対応 
またはサービス低下 

前倒し生産 
または能力調整で対応 

限界能力を高めて
安全在庫を減らす 

設備能力を低めて
固定費を減らす 
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実際の現場での方策 

• 混流ラインやセル生産等の工程改善で限界
能力を高める 

• 部品の共通化、プラットフォーム化により需要
のばらつきを吸収する 

• 協力工場等の社外リソースを活用し能力の
超過分を補う 

方策１：計画サイクルを短くする 

方策２：計画先行日数を増やす 
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バッファを管理／計画する 

• 在庫というバッファ：安全在庫 

• 時間というバッファ：余裕時間 

• 能力というバッファ：余力 

見えるバッファ（在庫） 見えないバッファ（能力） 

どこにバッファを
もつか？ どれだけバッファ

をもつか？ 
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計画・同期・補充生産 

工場 販売 

工場の能力に 
あわせて 
販売したものを 
生産する 

ＰＵＳＨ 

＆ＰＵＬＬ 

生産枠 
（能力） 

製品枠 
（製品） 

部品枠 
（資材） 

販売計画／需要予測 

計画確定枠 

計画流動枠 

計画見込枠 
状況別の枠 

対象別の枠 

能力枠 

資材枠 

出荷枠 

販売予測 

販売ノルマ 

引合情報 

得意先情報 
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もくじ 

1. ＡＰＳＯＭ／ＰＳＬＸの立ち位置 

2. 製造業の取り組むべき重要課題 

3. 計画同期生産の基本フレームワーク 

4. 同期化モデルとロジックの具体例 

5. ＰＳＬＸプラットフォーム・プロジェクト 
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かんばん方式と「ＩＴ」 

かんばん方式
は、自律的な情
報伝達システム
だったのだ！ 

あらかじめ作って指示を待つ 

指示があるまで作らない 

補充
生産 

計画
生産 
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４日前の確定受注生産 

出荷日 
現在 

N-4 N-3 N-2 N-1 N 

購買０２ 

加工０５ 

加工０３ 

仕上０８ 

組付０４ 

41 



© 2013. 西岡靖之 

４日前の確定受注生産 

出荷日 
現在 

N-4 N-3 N-2 N-1 N 

購買０２ 

加工０５ 

加工０３ 

仕上０８ 

組付０４ 誰が指示するのか？ 
いつ指示するのか？ 
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タイムフェンスとＡＴＰ 

 

 

• 確定範囲（frozen zone） 

• 半確定範囲（slushy zone） 

• 流動（暫定）範囲（liquid zone） 

日時 

確定 半確定 流動 

現在 

自由に変更 
が可能 

変更のためには 
調整が必要 

変更 
不可 

計画範囲（ホライゾン） 

予約可能量 
（Available to promise：ATP） 

日時 

数
量 

生産能力 

受注確定分 

予約 
可能分 
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ロジックは簡単！ 

ジョブ００１ 
品番：Ａ０２ 
装置：Ｚ０２ 
工数：３００ 
予定：７月３日 
方式：Ｆ 

Ａ０１ 

Ａ０２ 

Ａ０３ 

７月１日 ２日 ３日 ４日 

Ｚ０１ 

Ｚ０２ 

ジョブリスト 

製品の平準化 

作業の平準化 
あふれたら 
翌日へ 
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計画粒度と計画対象期間 

日次（来週分） 週次（来月分） 月次（３か月分） 本日 

品番 

品目 

品種 

装置 

作業区 

工場 

計画対象 

計画対象 

計画対象 

計画対象 

計画対象 

計画対象 

集計値 

集計値 集計値 

集計値 

集計値 集計値 

小日程計画 中日程計画 大日程計画 
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計画データの基本形 

オブジェクト 対象期 作成者 値数量 

在庫は計画データではない 
⇒オブジェクトの時点データ 

時点データ 

ステータス 作成日時 

移行計画 

移行計画は計画データ間の 
関係から派生したもの 

製品／部品／資材 

設備／装置／場所 

得意先／仕入先 

確定 

半確定 

暫定 
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計画オペレーション（その１） 

月次計画 

週次計画 

部門計画 

担当者計画 

品種計画 

品目計画 

粒度の変更 

当月計画 翌月計画 翌々月計画 

ローリング 
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計画オペレーション（その２） 

品目計画 設備計画 

販売計画 生産計画 

利益計画 資金計画 

連携・集計・転記 

精度の変更 

暫定 → 半確定 → 確定 → 発行 （取消） 

プライオリティの設定 

48 



© 2013. 西岡靖之 

計画変更オペレーション 

変更範囲（固定域、 
流動域、予定域） 

計画変更 
の拒絶 

変更に対応する 
オペレーション 

変更の伝播先と 
変換方法 

変更履歴の管理 
（トレーサビリティ） 

最新の情報と 
過去の識別 

変更が行き届いた 
かの確認 

変更できなかった 
場合のロールバック 

変更を指示する 
階層（レイヤ超え） 

変更権限の管理 

変更にかかるコスト 
（コスト負担者） 

洗い替え 

差分の手配 

変更確認（承認） 

変更の連鎖 
（バッファでの吸収） 

変更実績の 
把握（統計処理） 

変更につよい 
体制への転換 
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情報連携・同期化でできること 

• 月次サイクルから週次へ（計画サイクル） 

• イベントベースで計画変更（状況対応） 

• 確定受注と見込とのシームレス化 

• バッファの活用（在庫管理＋時間バッファ） 

• 実績→知識→計画のマスタ連携 

• 企業間の計画連携（内示／確定管理） 

• 仕入先との在庫／能力情報共有 

• 利益ベースの部門間連携 

• グローバル同時立ち上げ／製造停止管理 
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もくじ 

1. ＡＰＳＯＭ／ＰＳＬＸの立ち位置 

2. 製造業の取り組むべき重要課題 

3. 計画同期生産の基本フレームワーク 

4. 同期化モデルとロジックの具体例 

5. ＰＳＬＸプラットフォーム・プロジェクト 
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ＰＳＬＸプラットフォーム２ 

テーブル 
ライブラリ 

ロジック 

テンプレート
集 

拡張 
ルール 

オントロジー 

ツール群 

事例集 
デザイン 
パターン 

ソフトウェア 

コンポーネン
ト 

導入 
マニュアル 

Ｊａｐａｎ Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ Ｅｎｇｉｎｅ 構想の実現！ 

２０１３年秋よりスタート！ 

計画・同期・補充生産 
のプラットフォーム 

モニター募集！ 
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プラットフォーム１と何が違うのか？ 

• 製造現場にフォーカス 

• スケジューリングが核 

• オペレーションが中心 

• ＢＯＭを事前に定義 

• ＭＥＳ／ＥＲＰと統合 

• 計画とスケジュール 

• ＭＲＰ＆ＣＲＰループ 

• 事後的な費用集計 

 

• 現場を含む業務間 

• 計画データ連携が核 

• 設計と製造の一体化 

• ＢＯＭが常に変化 

• 粗結合と部分連携 

• ローリングと精度管理 

• 能力枠の生成と管理 

• リアルタイム原価管理 
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実施体制（Ｈ２５～Ｈ２６） 

ＰＳＬＸプラットフォーム 
実施体制（運営委員会） 

ロジック開発チーム モデル開発チーム 

ニーズ開発チーム ツール開発チーム 
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プロジェクトのアウトプット 

• 計画同期化のための業務プロセスガイド 

• データモデル（ＲＤＢスキーマ、テンプレート） 

• 伝票モデル／メッセージ構造モデル 

• 開発環境／構築手順マニュアル 

• アプリケーション・インタフェース仕様書 

• システムアーキテクチャ・ガイドライン 

• ソフトウェア群（ベンダー製品、周辺ツール） 
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製造業（当事者）のメリット 

• 情報部門が主体的に業務改革に取り組む際
のガイドとなる 

• 管理レベルにあった段階的なシステム構築
が可能となる 

• 必要な業務から部分的にシステム構築が可
能となる 

• 新しい時代に対応した業務のしくみ、ＩＴのしく
みを構築できる 
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進化する現場が求める環境 

社内インフラ 

クラウドのＩＴ環境 

外部の専門家集団 

ＩＴリソース 
＆システム 

情シス 

利用の現場 

オープン 
ソース 

ベストオブ 
ブリード 

セキュリティ 
と信頼性 

エコシステム 

ファストスタート 

クイック 
レスポンス 

ハイパフォーマンス 

個別性、不確実性 

変化の定常化（変化に商機） 

グローバル化、他拠点化（ＳＣＭ） 

情報技術（ＩＴ）と連携技術（ＳＴ）が製造業の未来を創る。 
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１０月３０日（水）～１１月１日（金）  
東京ビックサイトにて 
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